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4.1.1 打上げ/開発スケジュールの変遷

・ HTV技術実証機の打上げスケジュールは、JEM組立ての約3ヵ月後に計画。

・ ロシア・サービスモジュールの遅れや米コロンビア号事故の影響などによる宇宙ステーション全
体組立の遅延に伴い、開発期間は当初約5年から、約12年半へ延長。

宇宙ステーション/JEM/HTV打上げスケジュールの変遷
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4. プロジェクトの効率性に対する分析
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